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3.接地極 接地極 接地システム

接地極は各引下げ導線に1個以上接続する。 一般事項
危険な過電圧を生じることなく雷電流を大地に

接地極は、長さ1.5ｍ以上、外径12ｍｍ以上の溶 放流させるためには、接地極の抵抗値より接地
融亜鉛メッキ鋼棒、銅棒、溶融亜鉛メッキ配管 システムの形状及び寸法が重要な要素である。
用炭素鋼鋼管（厚さ2ｍｍ以上）、ステンレス鋼 ただし、一般的には低い接地抵抗値を推奨する。
管（厚さ1ｍｍ以上）、銅板（厚さ1.4ｍｍ以上） 構造体を使用した統合単一接地システムとする
もしくはこれらと同等以上の接地効果のある金 のが雷保護の観点から望ましく、また各種の接
属体を使用する。 地目的（すなわち、雷保護、低圧電力系統、通

信系統）にとっても適切である。
避雷設備の総合接地抵抗値は、10Ω以下と
する。 接地施設

接地システムにおいて、接地極を基本的に2つ
各引下げ導線の単独接地抵抗は、50Ω以下と の形態に分ける。
する。

Ａ型接地極
鉄骨造、ＲＣ造、ＳＲＣ造の被保護物 Ａ型接地極は、放射状接地極・垂直接地極又は

板状接地極（片面0.35m 以上）から構成し各引
接地極は被保護物の基礎の接地抵抗が 下げ導線に接続しなければならない。
5Ω以下ならば省略してもよい。 接地極の数は、2以上としなければならない。
なお、その接地抵抗の実測が困難な場合 板状接地極を除き、接地極の最小長さは図2に
は、大地の抵抗率と建築物の地下埋設部 より算出する。
分の表面積とから、附属書によって接地 例えば、保護レベルⅢ・Ⅳの場合の垂直接地極
極省略を判定してよい。 の長さは2.5m以上となる。

なお、10Ω未満の接地抵抗が得られる場合は図
2に示す最小長さによらなくてもよい。

Ｂ型接地極
Ｂ型接地極は、環状接地極・基礎接地極又は網
状接地極から構成し、各引下げ導線に接続しな
ければならない。
環状接地極（又は基礎接地極）の場合、これら
の接地極によって囲われる面積の平均半径rは、

の値以上でなければならない。
r ≧ l

の保護レベルⅠ、Ⅱ及びⅢ・Ⅳに応じた値を
図２に示す。

図２ 保護レベルに応じた接地極の最小長さ l
レベルⅢ・Ⅳは大地抵抗率ρ（ロー）と
無関係である。

主要項目 旧規格　JIS A4201-1992 新規格　JIS A4201-2003
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